
２ 地理歴史・公民 

学校番号 ２１０ 

 

平成３１年度 公民科 

 

教科 公民 科目 政治経済 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高校政治・経済」 （実教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・基本的に教科書を中心に据えた授業を行う。 

・生徒に対して発問をこまめに行い、生徒の思考を促す。 

・生徒の理解、認識を深めるため、資料や写真などを積極的に活用する。 

２ 学習の到達目標 

広い視野に立って，民主主義の本質に関する理解を深めさせ，現代における政治，経済，国際関

係などについて客観的に理解させるとともに，それらに関する諸課題について主体的に考察さ

せ，公正な判断力を養い，良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代の政治，経済，

国際関係に対する関

心を高め，意欲的に

課題を追究するとと

もに，国家・社会の

一員として平和で民

主的なよりよい社会

の実現に向けて参

加，協力する態度を

身に付け人間として

の在り方生き方につ

いての自覚を深めよ

うとする。 

現代の政治，経済，国

際関係にかかわる事柄

から課題を見いだし，

その本質や人間の存在

及び価値などについて

広い視野に立って多面

的・多角的に考察し，

社会の変化や様々な考

え方を踏まえ公正に判

断して，その過程や結

果を適切に表現してい

る。 

現代の政治，経済，

国際関係にかかわる

事柄に関する諸資料

を様々なメディアを

通して収集し，有用

な情報を適切に選択

して，効果的に活用

している。 

現代の政治，経済，

国際関係に関する事

柄や，人間としての

在り方生き方にかか

わる基本的な事柄を

理解し，その知識を

身に付けている。 

評
価
方
法 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 

評価 

方法 a b c d 

１
学
期 

民
主
主
義
の
基
本
原
理
と
日
本
国
憲
法
（４
月
～
５
月
） 

１- 日本国憲法の

原理 

２- 国会の組織と

機能 

３- 内閣の機構と

機能 

４- 裁判所の機能

と人権保障 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:日本の民主主義の構造における基本的な

知識を獲得する 

b:国会や内閣、裁判所の関係を通じて現代

の政治の課題やジレンマ等の理解につな

げる  

c:憲法等の具体的な資料を読んでそれらが

生まれた背景を歴史的に理解する。 

 d:民主主義の基本的な仕組みを理解する

ことで現代の政治に対する理解を深化さ

せる  

定期考査 

地
方
自
治
と
自
治
制
度
と
参
政
権
（
６
月
～
７
月
） 

１- 地方自治制度

と住民の権利 

２- 政党政治と圧

力団体 

３- 日本の選挙制

度とその課題 

４- 世論と現代政

治の課題 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

○ 

  

a:地方における政治の仕組みを理解するこ

とで、草の根民主主義の理念を理解する 

  

b:模擬選挙や討論等を通じて実際に投票等

を行う際はどのような点に気をつけるこ

とが必要かを理解する 

c:実際の投票結果やポスター等を見てどの

ように選挙が行われているか、また何が

課題かを考える。 

d:実際の選挙権の獲得が間近に迫った状態

の中で、一市民としてどのように行動す

べきかとういう自覚を得る。 

  

定期考査 

ワークシート 

２
学
期 

現
代
の
経
済
社
会
と
私
た
ち
の
生
活
（
９
月
～
１
０
月
） 

１－  資本主義経

済の課題と社会

主義経済の変容 

 

２－  市場経済の

機能と限界 

 

３－ 景気変動と経

済成長  

 

４－ 日本銀行と金

融政策 

 

５- 今日の日本経

済 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:円安・円高・デフレ・インフレ等中学も

含めた基本的な経済理論を理解する 

 

b:経済的な理論を使い、アベノミクス等に 

代表される現代の日本の経済政策に関す 

る理解と認識を深める 

 

c:経済成長率の推移，物価変動などの資料，

経済政策に関する資料などを利用して，

日本経済の動向を調査する。 

 

d:第二次世界大戦終結から現在まで，日本

の経済発展のあゆみについて理解し，現

在の日本経済の課題と新たな取り組みに

ついて考える。 

定期考査 

ワークシート 



 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

 

２
学
期 

現
代
の
国
際
政
治
と
日
本
（
１
１
月
～
１
２
月
） 

１－  第二次世界

大戦後の国際社

会 

 

２－ 国際社会と国

際法 

 

３－  国際連合の

役割と国際協力 

 

４－ 安全保障と日

本の防衛 

 

５－ 国際平和と日

本の役割 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:日本が国際社会の中でどのような位置づ

けにおかれていたのかを理解する。 

  

 

b:国際連合をおける各国における国際関係 

に関する理解を深めていき、日本がどの 

ような行動をとっていく必要があるが考 

えることが出来る。 

 

c:具体的な国際関係の事件や条約に関する

資料を読み込むことで、国際関係に関す

る具体的なイメージを作れるようにす

る。 

 

d: 国際関係の理解を通じてグローバル化

していく中で各個人はどのように生きて

いけば良いかの参考にしていく。 

定期考査 

ワークシート 

３
学
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

現
代
社
会
の
諸
課
題
（１
２
月
～
１
月
） 

１－ 大きな政府と

小さな政府 

 

２－  少子高齢社

会と社会保障 

 

３－  産業構造の

変化と中小企業 

 

４－ 消費者問題と

消費者保護 

 

５－ 労使関係と労

働市場 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

a:現在の社会保障制度や福祉制度について

歴史的に理解する。 

  

b:社会構造の変化が我々の生活にどのよう

な影響を及ぼしているかを調査しながら

理解していく。 

 

c:消費者問題に関する具体的な事例を扱い

ながら、我々の周りに潜む問題に気づく

と共に、自らの身を守るためにはどうし

たら良いのかを考える。 

 

d:現代社会の問題点について理解していく

ことで、将来の就職や進学を含む、進路

について深く考えていくための、きっか

けを作る。  

 

定期考査 

ワークシート 


